
は
じ
め
に

平
成
二
十
七
（
二
○
一
五
）
年
十
月
十
五
日
の
新
聞
発
表
に
よ
っ
て
原
本
の
出
現
が
報
告
さ
れ
た
新
出
の
蕪
村
句
集
『
夜
半
亭
蕪
村

句
集
』（
以
下
、「
新
出
句
集
」
と
称
す
る
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
を
加
え
、「
新
出
句
集
」
が
蕪
村
晩
年

の
自
選
句
集
稿
本
で
あ
る
『
蕪
村
自
筆
句
帳
』（
以
下
、『
自
筆
句
帳
』
と
称
す
る
）
の
主
要
な
選
句
資
料
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性
の
極

め
て
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

『
自
筆
句
帳
』
は
蕪
村
自
身
が
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
頃
に
起
筆
し
、
翌
三
年
春
の
出
版
を
目
指
し
て
自
選
し
た
と
さ
れ
る
四

季
別
自
選
句
集
で
あ
る
が
、
出
版
さ
れ
る
こ
と
な
く
蕪
村
が
病
没
し
た
た
め
に
自
筆
稿
本
の
ま
ま
残
り
、
蕪
村
の
娘
の
婚
礼
資
金
と
す

る
た
め
に
弟
子
達
に
よ
っ
て
分
割
、
頒
布
さ
れ
、
各
地
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
四
十
九
年
に
そ
の
う
ち
の
一
点
で

あ
る
酒
田
市
本
間
美
術
館
蔵
の
「
蕪
村
自
筆
句
稿
貼
交
屏
風
」
を
中
心
と
し
て
尾
形
仂
氏
に
よ
っ
て
九
七
九
句
が
復
元
さ
れ
、『
蕪
村

自
筆
句
帳
』
と
名
付
け
ら
れ
て
出
版
さ
れ
た
。
現
時
点
で
の
最
新
の
研
究
成
果
を
示
す
の
は
、
講
談
社
版
『
蕪
村
全
集
』
第
三
巻
収
載

の
『
蕪
村
自
筆
句
帳
』
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
以
後
に
発
見
さ
れ
た
句
稿
断
簡
類
を
含
め
、
全
部
で
一
〇
五
五
句
が
復
元
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
句
稿
断
簡
類
の
未
発
見
の
た
め
に
復
元
さ
れ
て
い
な
い
発
句
が
四
百
句
近
く
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
欠
落
箇
所
は

「
〇
」
印
で
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
欠
落
箇
所
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
新
た
な
句
稿
断
簡
類
の
出
現
に
よ
ら
な
い
限
り
明
ら
か
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
回
の
「
新
出
句
集
」
の
出
現
に
よ
り
、
欠
落
箇
所
の
発
句
配
列
を
推
定
で
き
る
可
能
性
が
出
て
き
た
と
言
え

る
。
と
い
う
の
も
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
自
筆
句
帳
』
か
ら
八
六
八
句
を
選
ん
で
類
題
別
に
再
編
集
さ
れ
た
句
集
が

⑴⑴

⑵⑵

⑶⑶

⑷⑷
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『
蕪
村
句
集
』（
几
董
編
、
天
明
四
年
刊
）
で
あ
り
、『
自
筆
句
帳
』
か
ら
『
蕪
村
句
集
』
未
収
録
句
を
順
番
に
抜
き
出
し
て
成
っ
た
句

集
が
『
蕪
村
遺
稿
』
と
い
う
関
係
に
あ
る
の
で
、『
蕪
村
句
集
』
ま
た
は
『
蕪
村
遺
稿
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
句
で
あ
れ
ば
、『
自
筆
句

帳
』
に
収
載
さ
れ
て
い
た
句
と
見
做
す
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、「
新
出
句
集
」
に
お
け
る
両
句
集
へ
の
収
載
句
の
配
列
（
と
く
に
類
題

別
に
再
編
集
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
『
自
筆
句
帳
』
に
お
け
る
配
列
順
推
定
が
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
『
句
集
』
の
配
列
）
を
知
る
こ
と

で
、『
自
筆
句
帳
』
欠
落
箇
所
に
お
け
る
発
句
配
列
が
推
定
で
き
る
可
能
性
が
出
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
、「
新
出

句
集
」『
自
筆
句
帳
』『
蕪
村
句
集
』『
蕪
村
遺
稿
』
の
関
係
を
収
載
句
数
の
情
報
と
と
も
に
示
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
新
出
句
集
」（
全
一
九
〇
三
句
）　

他
資
料

　
　
　
　
　
　
　

↓　
　
　
　
　
　
　
　

↓

『　
　

自　
　

筆　
　

句　
　

帳　
　

』（
現
在
一
〇
五
五
句
復
元
、
全
一
四
五
二
句
と
推
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　

↓　
　
　
　
　
　
　
　

↓

『
蕪
村
句
集
』（
全
八
六
八
句
）
＋
『
蕪
村
遺
稿
』（
全
五
八
〇
句
、
重
複
三
句
、
抄
出
漏
れ
七
句
）

本
稿
で
は
、「
新
出
句
集
」
の
出
現
に
よ
っ
て
『
自
筆
句
帳
』
の
欠
落
箇
所
復
元
の
可
能
性
が
出
て
き
た
と
の
見
通
し
に
立
ち
、
春

部
欠
落
箇
所
に
対
応
す
る
「
新
出
句
集
」
の
発
句
配
列
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
、
欠
落
箇
所
復
元
の
可
能
性
を
追
求
し
て
い
く
こ
と

に
す
る
。

一　

欠
落
箇
所
Ａ
の
復
元

さ
て
、
講
談
社
版
全
集
所
収
の
『
自
筆
句
帳
』
に
は
、
全
部
で
二
四
の
欠
落
箇
所
が
「
〇
」
印
に
よ
り
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う

ち
春
部
の
欠
落
箇
所
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
以
下
に
挙
げ
る
Ａ
か
ら
Ｅ
の
五
箇
所
で
あ
る
。
句
番
号
は
す
べ
て
講
談
社
版
全
集
の
『
自

筆
句
帳
』
の
収
載
順
番
号
で
あ
る
。
い
ま
他
句
集
に
お
け
る
番
号
と
区
別
す
る
た
め
、
収
載
順
番
号
の
前
に
「
自
」
の
文
字
を
付
け
て

示
す
。
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欠
落
箇
所
Ａ　

自
15
番
句
と
自
16
番
句
の
間

欠
落
箇
所
Ｂ　

自
53
番
句
と
自
54
番
句
の
間

欠
落
箇
所
Ｃ　

自
221
番
句
と
自
222
番
句
の
間

欠
落
箇
所
Ｄ　

自
229
番
句
と
自
230
番
句
の
間

欠
落
箇
所
Ｅ　

自
237
番
句
と
自
238
番
句
の
間

以
下
、
順
番
に
そ
れ
ぞ
れ
の
欠
落
箇
所
を
取
り
上
げ
、
復
元
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
。

ま
ず
、
欠
落
箇
所
Ａ
は
『
自
筆
句
帳
』
15
番
句
と
16
番
句
と
の
間
に
あ
る
と
さ
れ
る
欠
落
箇
所
で
あ
る
。
実
は
『
自
筆
句
帳
』
の
1

番
句
か
ら
始
ま
る
巻
頭
部
分
は
、「
新
出
句
集
」
と
の
対
応
関
係
が
も
っ
と
も
錯
綜
し
て
い
る
部
分
に
当
た
っ
て
い
る
。
い
ま
、
欠
落

箇
所
Ａ
を
含
め
『
自
筆
句
帳
』
1
番
句
か
ら
16
番
句
ま
で
の
発
句
を
、「
新
出
句
集
」
春
部
に
お
け
る
収
載
順
番
号
と
『
蕪
村
句
集
』

（
以
下
、『
句
集
』
と
略
称
）
ま
た
は
『
蕪
村
遺
稿
』（
以
下
、『
遺
稿
』
と
略
称
）
に
お
け
る
収
載
順
番
号
と
と
も
に
示
せ
ば
次
の
よ
う

に
な
る
（
収
載
順
番
号
の
前
に
「
新
」「
句
」「
遺
」
の
語
を
付
す
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
新
出
句
集
」、『
蕪
村
句
集
』、『
蕪
村
遺
稿
』

の
収
載
順
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
前
書
は
省
き
発
句
の
み
挙
げ
る
。
以
下
、
同
じ
。）

　
　

自
1　

ほ
う
ら
い
の
山
ま
つ
り
せ
む
老
の
春	

新
287　

句
1

　　
　

自
2　

春
の
海
終
日
の
た
り
〳
〵
か
な	
新
58　

句
117
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自
3　

物
種
の
袋
ぬ
ら
し
つ
春
の
雨	

新
57　

句
68

　
　

自
4　

藪
入
の
夢
や
小
豆
の
に
へ
る
中	

新
68　

句
38

　
　

自
5　

う
ぐ
ひ
す
の
あ
ち
こ
ち
と
す
る
や
小
家
が
ち	

新
49　

句
4

　
　

自
6　

春
を
し
む
人
や
榎
に
か
く
れ
け
り	

新
7　

遺
1

　
　

自
7　

わ
ら
び
野
や
い
ざ
も
の
焚
む
枯
つ
ゝ
じ	

新
14　

句
144

　
　

自
8　

洗
足
の
盥
も
ゝ
り
て
ゆ
く
春
や	

新
25　

句
216

　
　

自
9　

け
ふ
の
み
の
春
を
歩
ひ
て
仕
舞
け
り	

新
28　

句
217

　
　

自
10　

歩
き
〳
〵
物
お
も
ふ
春
の
ゆ
く
へ
か
な	

新
29　

遺
2

　
　

自
11　

葉
ざ
く
ら
や
碁
気
に
成
行
奈
良
の
京	

新
31　

遺
3

　
　

自
12　

春
雨
や
身
に
古
頭
巾
着
た
り
け
り	

新
32　

句
69

　
　

自
13　

初
午
や
そ
の
家
〳
〵
の
袖
だ
ゝ
み	
新
35　

句
82

　
　

自
14　

山
鳥
の
尾
を
ふ
む
春
の
入
日
哉	
新
38　

句
114
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自
15　

春
雨
や
人
住
み
て
け
ぶ
り
壁
を
洩
る	

新
44　

句
67

　

〇
欠
落
箇
所
Ａ

　
　

自
16　

木
の
下
が
蹄
の
か
ぜ
や
散
さ
く
ら	

新
143　

句
163

右
に
挙
げ
た
『
自
筆
句
帳
』
収
載
句
と
「
新
出
句
集
」
収
載
句
の
収
載
順
を
見
比
べ
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、『
自
筆
句
帳
』
の
巻
頭
部

分
、
と
く
に
1
番
句
か
ら
5
番
句
ま
で
の
配
列
は
「
新
出
句
集
」
の
配
列
と
の
間
に
一
貫
し
た
対
応
関
係
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

な
か
で
も
巻
頭
句
（
自
1
番
句
）
は
、
安
永
四
年
の
春
帖
に
「
安
永
乙
未
歳
旦
」
と
前
書
し
て
入
集
し
て
い
る
歳
旦
句
で
あ
り
、
基
本

的
に
作
句
年
次
順
に
発
句
が
配
列
さ
れ
て
い
る
「
新
出
句
集
」
に
お
い
て
は
、
287
番
目
と
い
う
春
部
全
四
六
八
句
中
の
後
半
以
降
に
位

置
す
る
句
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
晩
年
の
蕪
村
自
身
が
自
選
句
集
を
編
む
に
際
し
て
、
巻
頭
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
句
と
し
て
、
比
較

的
近
年
に
詠
ん
だ
歳
旦
句
の
中
か
ら
自
信
作
を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
自
2
番
句
か
ら
自
5
番
句
ま
で
も
新

出
句
集
の
配
列
順
と
は
や
や
異
な
る
配
列
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
「
春
の
海
終
日
の
た
り
〳
〵
か
な
」「
物
種
の
袋
ぬ
ら
し

つ
春
の
雨
」「
藪
入
の
夢
や
小
豆
の
に
へ
る
中
」「
う
ぐ
ひ
す
の
あ
ち
こ
ち
と
す
る
や
小
家
が
ち
」
な
ど
蕪
村
の
代
表
的
春
句
と
思
わ
れ

る
句
が
並
ん
で
お
り
、
い
ず
れ
も
自
選
句
集
の
巻
頭
に
並
べ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
句
と
し
て
選
ば
れ
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
自
6
番
句
か
ら
自
15
番
句
に
つ
い
て
は
、「
新
出
句
集
」
春
7
番
句
か
ら
44
番
句
の
間
か
ら
配
列
順
に
沿
っ
て
並
ん
で
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
、「
新
出
句
集
」
か
ら
『
自
筆
句
帳
』
へ
配
列
順
に
採
録
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、『
遺
稿
』
収
載
句
が
遺
1
か
ら
遺
3
ま
で
番
号
順
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
句
を
含
む
『
自
筆
句
帳
』
1
番
句

か
ら
15
番
句
ま
で
が
書
か
れ
て
い
る
句
稿
断
簡
が
『
自
筆
句
帳
』
巻
頭
部
と
し
て
復
元
さ
れ
た
こ
と
の
妥
当
性
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ

る
。こ

う
し
た
点
を
踏
ま
え
、『
自
筆
句
帳
』
15
番
句
と
16
番
句
の
間
に
存
在
す
る
「
欠
落
箇
所
Ａ
」
の
復
元
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。『
自
筆
句
帳
』
15
番
句
16
番
句
は
そ
れ
ぞ
れ
「
新
出
句
集
」
44
番
句
と
143
番
句
と
に
対
応
し
て
い
る
の
で
、
も
し
『
自
筆
句
帳
』
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へ
の
句
の
採
録
が
「
新
出
句
集
」
の
配
列
に
基
づ
い
て
一
貫
し
て
行
わ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、「
新
出
句
集
」
の
45
番
句
か
ら
142
番
句

の
間
の
九
八
句
中
に
見
え
る
『
句
集
』
ま
た
は
『
遺
稿
』
収
載
句
の
配
列
が
そ
の
ま
ま
「
欠
落
箇
所
Ａ
」
に
対
応
す
る
と
推
定
で
き

る
。
い
ま
、「
新
出
句
集
」
45
番
句
か
ら
142
番
句
の
間
に
配
列
さ
れ
て
い
る
『
句
集
』
ま
た
は
『
遺
稿
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
全
三
六

句
を
番
号
順
に
示
せ
ば
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

新
47　

春
の
雨
穴
一
の
穴
に
溜
ま
り
鳧	

遺
156

　
　

新
48　

春
雨
や
小
磯
の
小
貝
ぬ
れ
に
鳧	

句
70

　
　

　
　

新
49　

鶯
の
あ
ち
こ
ち
と
す
る
や
小
家
が
ち	

句
4　

自
5

　
　

　
　

新
55　

出
替
や
春
さ
め
〳
〵
と
古
葛
籠	

句
154

　
　

　
　

新
57　

物
種
の
袋
濡
し
つ
春
の
雨	

句
68　

自
3

　
　

　
　

新
58　

春
の
海
終
日
の
た
り
〳
〵
か
な	

句
117　

自
2

　
　

新
63　

そ
こ
〳
〵
に
京
見
過
し
ぬ
田
螺
売	

句
87

　
　

新
68　

藪
入
の
夢
や
あ
づ
き
の
に
へ
る
中	

句
38　

自
4

　
　

新
69　

高
麗
船
の
よ
ら
で
過
行
霞
か
な	
句
60
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新
70　

昨
日
い
に
今
日
い
に
雁
の
な
き
夜
か
な	

句
93

　
　

新
71　

行
春
や
歌
も
聞
へ
す
宇
佐
の
宮	

遺
4

　
　

新
74　

古
庭
に
茶
筅
花
咲
椿
か
な	

句
79

　
　

新
76　

今
歳
よ
り
蚕
初
め
ぬ
小
百
性	

遺
5

　
　

新
77　

菜
の
花
や
遠
山
鳥
の
尾
上
ま
で	

遺
6

　
　

新
80　

是
切
に
径
尽
た
り
芹
の
中	

句
44

　
　

新
82　

炉
ふ
さ
ぎ
や
床
は
維
摩
に
掛
替
る	

句
213

　
　

新
85　

雛
店
の
灯
を
引
頃
や
雨
の
音	

句
155

　
　

新
88　

春
雨
や
綱
が
袂
に
小
て
う
ち
ん	

句
78

　
　

新
94　

野
辺
の
梅
白
く
も
赤
く
も
あ
ら
ぬ
哉	

遺
7

　
　

新
96　

花
の
幕
兼
好
を
覗
く
女
あ
り	
句
195

　
　

新
97　

行
春
や
撰
者
を
恨
む
歌
の
主	
句
215
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新
99　

鶯
の
枝
踏
は
づ
す
初
音
か
な	

遺
8

　
　

新
101　

鶯
の
声
遠
き
日
も
暮
に
鳧	

句
5

　
　

新
103　

富
士
颪
十
三
州
の
や
な
ぎ
哉	

遺
9

　
　

新
104　

風
吹
ぬ
夜
る
も
の
凄
き
柳
哉	

遺
147

　
　

新
105　

難
波
女
や
京
を
寒
が
る
御
忌
詣	

句
36

　
　

新
107　

ひ
ぢ
白
き
僧
の
仮
寝
や
宵
の
春	

句
47

　
　

新
108　

春
の
夜
に
尊
き
御
所
を
守
身
か
な	

句
48

　
　

新
110　

野
と
共
に
や
け
る
地
蔵
の
し
き
み
哉	

句
145

　
　

新
111　

一
輪
を
五
ッ
に
わ
け
て
梅
ぞ
散	

遺
158

　
　

新
115　

苗
代
の
色
紙
に
遊
ぶ
蛙
か
な	

句
132

　
　

新
118　

衣
手
は
露
の
光
や
紙
ひ
い
な	
遺
148

『蕪村自筆句帳』復元の試み
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新
119　

法
然
の
珠
数
も
か
ゝ
る
や
松
の
藤	

遺
10

　
　

新
123　

う
つ
む
け
に
春
う
ち
あ
け
て
藤
の
花	

句
208

　
　

新
127　

鶯
の
麁
相
が
ま
し
き
初
音
か
な	

句
6

　
　

新
132　

白
梅
の
枯
木
に
戻
る
月
夜
か
な	

句
33

右
に
示
し
た
配
列
か
ら
「
新
出
句
集
」
と
『
自
筆
句
帳
』
と
の
対
応
関
係
が
錯
綜
し
て
い
る
様
子
を
具
体
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。ま

ず
、「
新
出
句
集
」
45
番
句
か
ら
142
番
句
の
間
に
、『
自
筆
句
帳
』
5
番
句
（
新
49
番
句
）、
3
番
句
（
新
57
番
句
）、
2
番
句
（
新

58
番
句
）、
4
番
句
（
新
68
番
句
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
句
は
『
自
筆
句
帳
』
巻
頭
に
収
載
さ
れ
る
句
と
し
て
す
で
に
句
稿

断
簡
に
よ
り
復
元
さ
れ
て
い
る
句
で
あ
る
か
ら
、
欠
落
箇
所
Ａ
に
含
ま
れ
る
句
と
し
て
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

次
に
、『
遺
稿
』
収
載
句
を
見
る
と
、
欠
落
箇
所
Ａ
に
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
の
『
遺
稿
』
4
番
か
ら
10
番
の
句
が
「
新
出
句
集
」
71

番
か
ら
119
番
ま
で
の
間
に
番
号
順
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
遺
156
番
（
新
47
）、
遺
147
番

（
新
104
）、
遺
158
番
（
新
111
）、
遺
148
番
（
新
118
）
と
い
う
欠
落
箇
所
Ａ
に
含
ま
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
『
遺
稿
』
収
載
句
が
四
句
も
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、『
自
筆
句
帳
』
春
部
の
最
終
部
分
に
当
た
る
230
番
句
か
ら
237
番
句
ま
で
（
と
く
に
236
番

句
ま
で
）
が
、「
新
出
句
集
」
の
春
部
巻
頭
部
分
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
四
句
は
欠
落

箇
所
Ｅ
に
対
応
す
る
句
と
捉
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
右
の
一
覧
に
示
し
た
三
六
句
に
は
、「
欠
落
箇
所
Ａ
」
に
含
ま
れ
る
句
と
「
欠
落

箇
所
Ｅ
」
に
含
ま
れ
る
句
と
が
混
在
し
て
お
り
、
収
載
順
が
『
自
筆
句
帳
』
と
は
異
な
る
『
句
集
』
収
載
句
の
場
合
、
ど
の
句
を
「
欠

落
箇
所
Ａ
」
あ
る
い
は
「
欠
落
箇
所
Ｅ
」
の
句
と
認
め
る
か
の
判
断
は
非
常
に
難
し
い
。

し
た
が
っ
て
現
時
点
で
「
欠
落
箇
所
Ａ
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
確
実
な
の
は
、
先
に
挙
げ
た
『
遺
稿
』
4
番
句
か
ら
10
番
句
に
対

応
す
る
「
新
出
句
集
」
71
番
（
遺
4
）、
76
番
（
遺
5
）、
77
番
（
遺
6
）、
94
番
（
遺
7
）、
99
番
（
遺
8
）、
103
番
（
遺
9
）、
119
番
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（
遺
10
）
の
七
句
の
み
と
な
る
。『
句
集
』
収
載
句
の
配
列
を
含
む
「
欠
落
箇
所
Ａ
」
全
体
の
配
列
の
復
元
は
、
現
時
点
で
は
困
難
で
あ

り
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
で
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

二　

欠
落
箇
所
Ｂ
の
復
元

欠
落
箇
所
Ｂ
は
、『
自
筆
句
帳
』
53
番
句
と
54
番
句
と
の
間
に
位
置
す
る
欠
落
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
の
前
後
に
当
た
る
『
自
筆

句
帳
』
16
番
句
か
ら
53
番
句
ま
で
、
お
よ
び
54
番
句
か
ら
174
番
句
ま
で
は
、「
新
出
句
集
」
の
収
載
順
と
の
間
に
緊
密
な
対
応
関
係
を

見
る
こ
と
が
で
き
（
た
だ
し
例
外
と
し
て
24
番
句
と
25
番
句
と
の
間
に
237
番
句
が
存
在
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
欠
落
箇
所
Ｅ
の
検

討
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
。）、「
新
出
句
集
」
か
ら
『
自
筆
句
帳
』
収
載
句
が
採
録
さ
れ
た
こ
と
が
確
実
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
欠
落
箇
所
復
元
の
可
能
性
が
高
い
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

い
ま
『
自
筆
句
帳
』
53
番
句
、
54
番
句
の
発
句
を
欠
落
箇
所
Ｂ
の
箇
所
を
含
め
て
、
先
に
見
た
欠
落
箇
所
Ａ
の
場
合
と
同
様
に
、
新

出
句
集
春
部
に
お
け
る
収
載
順
番
号
と
『
蕪
村
句
集
』
ま
た
は
『
蕪
村
遺
稿
』
に
お
け
る
収
載
順
番
号
と
と
も
に
示
せ
ば
次
の
よ
う
に

な
る
。

　
　

自
53　

細
き
身
を
子
に
寄
添
る
燕
哉	

新
232　

遺
27

　
　
　
　
　
　

〇
欠
落
箇
所
Ｂ

　　
　

自
54　

塊
に
笞
う
つ
う
め
の
あ
る
じ
か
な	

新
267　

遺
35

『
自
筆
句
帳
』
53
番
句
は
「
新
出
句
集
」
で
は
春
部
232
番
句
に
対
応
し
、『
自
筆
句
帳
』
54
番
句
は
新
出
句
集
春
部
267
番
句
に
対
応
す

る
。
し
た
が
っ
て
「
新
出
句
集
」
の
233
番
句
か
ら
266
番
句
に
当
た
る
三
四
句
の
う
ち
、『
句
集
』
ま
た
は
『
遺
稿
』
に
収
載
さ
れ
て
い

る
句
を
並
べ
れ
ば
、
そ
れ
が
『
自
筆
句
帳
』
の
「
欠
落
箇
所
Ｂ
」
に
対
応
す
る
と
推
定
で
き
る
。
い
ま
、
こ
の
基
準
に
該
当
す
る
発
句

『蕪村自筆句帳』復元の試み
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を
「
新
出
句
集
」
の
収
載
順
に
示
せ
ば
左
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

新
233　

雛
祭
る
都
は
づ
れ
や
桃
月	

句
156

　
　

新
235　

苫
舟
を
か
い
つ
く
ろ
ひ
ぬ
春
雨	

遺
28

　
　

新
239　

日
く
れ
〳
〵
春
や
む
か
し
の
心
哉	

遺
29

　
　

新
243　

春
の
暮
我
住
京
に
帰
ら
め
や	

遺
30

　
　

新
244　

商
人
を
吼
る
犬
有
桃
の
花	

句
158

　
　

新
245　

さ
く
ら
よ
り
桃
に
し
た
し
き
小
家
哉	

句
159

　
　

新
246　

つ
ゝ
じ
の
や
あ
ら
ぬ
所
に
麦
畠	

句
146

　
　

新
247　

二
も
と
の
梅
に
遅
速
を
愛
す
哉	

句
19

　
　

新
250　

行
春
や
お
も
た
き
琵
琶
の
抱
ご
ゝ
ろ	

遺
31

　
　

新
254　

菜
の
花
や
昼
一
し
き
り
海
の
音	
遺
32

　
　

新
255　

日
は
日
く
れ
よ
夜
は
夜
あ
け
よ
と
啼
蛙	
句
133
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新
260　

門
前
の
嫗
が
柳
糸
か
け
ぬ	

遺
33

　
　

新
263　

陽
炎
や
潜
み
あ
へ
ず
も
土
篭	

遺
34

　
　

新
264　

梅
折
て
皺
手
に
か
こ
つ
薫
り
哉	

句
20

　
　

新
265　

紅
梅
や
比
丘
よ
り
劣
る
比
丘
尼
寺	

句
107

　
　

新
266　

鶯
や
比
叡
を
う
し
ろ
に
高
音
哉	

句
9

該
当
す
る
句
は
全
部
で
十
六
句
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
自
筆
句
帳
』
が
「
毎
半
葉
平
均
八
行
の
割
で
し
た
た
め
ら
れ
」
て
い
た
と
す
る

「
解
説
」
に
照
ら
す
と
句
稿
断
簡
一
葉
分
に
相
当
す
る
分
量
と
な
る
。

ま
た
、
欠
落
箇
所
Ｂ
に
含
ま
れ
る
は
ず
の
『
遺
稿
』
28
番
句
か
ら
34
番
句
ま
で
が
番
号
順
に
収
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
『
遺

稿
』
収
載
句
や
『
自
筆
句
帳
』
収
載
句
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
右
に
示
し
た
「
新
出
句
集
」
の
配
列
を
欠
落
箇
所
Ｂ
の
配
列
と

推
定
す
る
こ
と
の
妥
当
性
を
証
す
る
も
の
と
言
え
る
。

最
後
に
「
新
出
句
集
」
と
『
句
集
』『
遺
稿
』
収
載
句
と
の
句
形
の
違
い
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
比
較
し
た
結
果
、
次
の
三
句

に
表
記
の
違
い
以
外
の
句
形
の
異
同
が
見
ら
れ
た
。「
新
出
句
集
」
239
番
句
の
下
五
「
心
哉
」
が
『
遺
稿
』
29
番
句
で
は
「
お
も
ひ
哉
」

と
な
っ
て
お
り
、
新
出
句
集
243
番
句
の
上
五
「
春
の
暮
」
下
五
「
帰
ら
め
や
」
が
『
遺
稿
』
30
番
句
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
花
に
暮
ぬ
」

「
帰
去
来
」
と
な
っ
て
お
り
、「
新
出
句
集
」
266
番
句
の
上
五
「
鶯
や
」
が
『
句
集
』
9
番
句
で
は
「
鶯
の
」
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
『
遺
稿
』
収
載
句
の
方
が
推
敲
さ
れ
た
句
形
と
判
断
で
き
る
の
で
、「
新
出
句
集
」
か
ら
『
自
筆
句
帳
』
へ
の
収
載
時
ま
た
は
収
載

後
に
推
敲
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 （

マ
マ
）

（
マ
マ
）

⑹⑹
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三　

欠
落
箇
所
Ｃ
、
欠
落
箇
所
Ｄ
の
復
元

欠
落
箇
所
Ｃ
と
欠
落
箇
所
Ｄ
に
つ
い
て
は
一
括
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
欠
落
箇
所
Ｃ
は
『
自
筆
句
帳
』
221
番
句
と
222
番
句
の
間
に
存
在
し
、
欠
落
箇
所
Ｄ
は
自
229
番
句
と
自
230
番
句
の
間
に
存
在
す
る

と
推
定
さ
れ
る
の
だ
が
、「
新
出
句
集
」
収
載
句
に
は
、『
自
筆
句
帳
』
1
番
句
か
ら
174
番
句
ま
で
と
230
番
句
か
ら
237
番
句
ま
で
に
対
応

す
る
句
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
175
番
句
か
ら
229
番
句
ま
で
に
対
応
す
る
句
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
五
五
句
は
「
新
出
句
集
」
以

外
の
資
料
か
ら
『
自
筆
句
帳
』
に
採
録
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
欠
落
箇
所
Ｃ
お
よ
び
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
と
も
に
「
新
出

句
集
」
の
配
列
か
ら
欠
落
箇
所
の
発
句
配
列
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
今
後
「
新
出
句
集
」
以
外
の
蕪
村
発
句
資
料
類
に
つ
い

て
も
調
査
、
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
、
欠
落
箇
所
Ｃ
，
Ｄ
の
復
元
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

四　

欠
落
箇
所
Ｅ
の
復
元

欠
落
箇
所
Ｅ
は
『
自
筆
句
帳
』
237
番
句
と
238
番
句
と
の
間
に
位
置
す
る
欠
落
箇
所
で
あ
る
。
実
は
238
番
句
は
夏
部
冒
頭
句
で
あ
る
の

で
、
欠
落
箇
所
Ｅ
は
237
番
句
以
降
に
配
列
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
春
句
欠
落
部
分
と
捉
え
ら
れ
る
。
以
下
に
『
自
筆
句
帳
』
230
番
句
か
ら

238
番
句
ま
で
を
「
新
出
句
集
」
春
部
お
よ
び
夏
部
発
句
（
こ
の
場
合
、「
新
夏
」
の
語
を
収
載
番
号
前
に
付
す
）、
お
よ
び
『
句
集
』
ま

た
は
『
遺
稿
』
に
お
け
る
収
載
順
番
号
と
と
も
に
示
し
て
み
る
。

　
　

自
230　

几
巾
き
の
ふ
の
空
の
有
り
所	

新
2　

句
161

　
　

自
231　

永
き
日
を
云
ハ
で
く
る
ゝ
や
壬
生
念
仏	

新
6　

遺
144

　
　

自
232　

花
ち
り
て
こ
の
間
の
寺
と
成
に
け
り	
新
8　

句
202
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自
233　

立
雁
の
あ
し
も
と
よ
り
ぞ
春
の
水	

新
9　

遺
145

　
　

自
234　

初
午
や
も
の
だ
ね
売
に
日
の
当
る	

新
11　

句
84

　
　

自
235　

し
の
ゝ
め
に
小
雨
ふ
り
出
す
や
け
野
か
な	

新
12　

句
140

　
　

自
236　

兀
山
や
何
に
か
く
れ
て
き
じ
の
声	

新
15　

句
103

　
　

自
237　

苗
代
や
鞍
馬
の
さ
く
ら
散
に
け
り	

新
175　

句
203

　
　
　
　
　
　

〇
欠
落
箇
所
Ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
［
夏
］

　
　

自
238　

き
ぬ
き
せ
ぬ
家
中
ゆ
ゝ
し
き
衣
更	

新
夏
2　

句
225

ま
ず
気
付
か
さ
れ
る
の
は
、
欠
落
箇
所
Ａ
の
検
討
に
際
し
て
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
自
筆
句
帳
』
230
番
句
か
ら
236
番
句
ま
で
が
「
新

出
句
集
」
春
部
冒
頭
の
2
番
句
か
ら
15
番
句
と
対
応
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
自
筆
句
帳
』
と
「
新
出
句
集
」
と
の
関
係
だ
け
を
見

れ
ば
、
こ
れ
ら
の
句
を
記
し
た
句
稿
断
簡
は
、『
自
筆
句
帳
』
の
冒
頭
部
に
当
た
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、『
自
筆

句
帳
』
復
元
の
指
標
と
さ
れ
る
『
遺
稿
』
収
載
句
の
配
列
順
を
確
認
す
る
と
、『
遺
稿
』
144
番
句
、
145
番
句
が
含
ま
れ
て
お
り
、『
自
筆

句
帳
』
春
部
終
末
部
分
に
配
置
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

し
か
し
、『
自
筆
句
帳
』
230
番
句
か
ら
236
番
句
の
間
に
は
、『
自
筆
句
帳
』
6
番
句
（「
新
出
句
集
」
7
番
句
）、
同
7
番
句
（「
新
出

句
集
」
14
番
句
）
が
含
ま
れ
て
お
り
、
対
応
関
係
が
錯
綜
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
は
、『
自
筆
句
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帳
』
へ
の
句
の
採
録
に
際
し
て
、「
新
出
句
集
」
か
ら
『
自
筆
句
帳
』
6
番
句
か
ら
174
番
句
ま
で
が
ま
ず
採
録
さ
れ
、
そ
の
後
他
資
料

か
ら
175
番
句
以
下
229
番
句
ま
で
が
採
録
さ
れ
た
後
、
再
び
「
新
出
句
集
」
か
ら
の
採
録
に
戻
り
、
冒
頭
部
か
ら
230
番
句
以
下
236
番
句
ま

で
が
採
録
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
な
お
『
自
筆
句
帳
』
237
番
句
は
「
新
出
句
集
」
175
番
句
と
対
応
す
る
句
で

あ
り
、
236
番
句
に
対
応
す
る
「
新
出
句
集
」
15
番
句
か
ら
は
大
き
く
離
れ
て
配
列
さ
れ
て
お
り
、「
新
出
句
集
」
の
配
列
と
は
無
関
係

に
採
録
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
理
由
等
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
た
い
）。

ま
た
、『
自
筆
句
帳
』
復
元
の
際
の
指
標
と
さ
れ
る
『
遺
稿
』
収
載
句
の
収
載
順
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
欠
落
箇
所
Ｅ
に
は
『
遺

稿
』
146
番
句
か
ら
159
番
句
ま
で
の
十
四
句
が
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
五
句
が
「
新
出
句
集
」
に
収
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
ず
、『
遺
稿
』
147
番
句
、
148
番
句
、
156
番
句
、
158
番
句
の
四
句
は
、
先
に
欠
落
箇
所
Ａ
の
検
討
の
折

に
取
り
上
げ
た
「
新
出
句
集
」
45
番
句
か
ら
142
番
句
ま
で
の
間
に
存
在
す
る
『
句
集
』
ま
た
は
『
遺
稿
』
収
載
句
全
三
六
句
の
中
に
含

ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
遺
稿
』
159
番
句
は
、「
新
出
句
集
」
の
夏
部
350
番
句
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
句
は
春
の
季
語
「
梨

の
花
」
を
詠
ん
だ
句
だ
が
、
誤
っ
て
夏
部
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
句
頭
に
「
春
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、『
自
筆
句
帳
』

春
部
句
の
採
録
に
際
し
て
、
最
後
の
段
階
で
「
新
出
句
集
」
夏
部
に
誤
っ
て
収
録
さ
れ
て
い
た
春
句
を
採
録
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
。
実
は
「
新
出
句
集
」
夏
部
の
351
番
も
「
梨
の
花
」
の
句
で
あ
り
、
350
番
句
と
同
様
に
句
頭
に
「
春
」
と
注
さ
れ
て
い
る

（
春
句
で
あ
り
な
が
ら
「
新
出
句
集
」
他
季
の
部
に
収
載
さ
れ
て
い
る
句
は
こ
の
二
句
の
み
で
あ
る
）。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
夏

部
351
番
句
が
『
句
集
』
の
205
番
句
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
現
時
点
ま
で
に
復
元
さ
れ
た
『
自
筆
句
帳
』
に

は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
自
筆
句
帳
』
に
採
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
な
句
で
あ
り
、
そ
の
場
合
夏
部
350
番
句
と
と
も
に
欠
落

箇
所
Ｅ
に
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
こ
ま
で
に
判
明
し
た
「
新
出
句
集
」
収
載
句
で
欠
落
箇
所
Ｅ
に
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
『
遺
稿
』
お
よ

び
『
句
集
』
収
載
句
を
番
号
順
に
示
し
て
み
る
。（「
新
出
句
集
」
収
載
順
は
春
部
、
夏
部
そ
れ
ぞ
れ
の
収
載
順
を
示
す
た
め
、
春
部
は

「
新
春
」、
夏
部
は
「
新
夏
」
と
し
て
収
載
順
番
号
を
示
し
た
。
な
お
本
来
欠
落
箇
所
Ｅ
に
含
ま
れ
る
は
ず
の
『
遺
稿
』
146
番
句
お
よ
び

149
～
155
番
句
の
計
八
句
に
つ
い
て
は
「
新
出
句
集
」
に
収
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。）

　
　

遺
147　

風
吹
ぬ
夜
は
も
の
凄
き
柳
か
な	
新
春
104
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遺
148　

衣
手
は
露
の
光
り
や
紙
雛	

新
春
118

　
　

遺
156　

春
の
雨
穴
一
の
穴
に
た
ま
り
け
り	

新
春
47

　
　

遺
157　

く
れ
か
ぬ
る
日
や
山
鳥
の
お
と
し
ざ
し	

新
春
37

　
　

遺
158　

一
輪
を
五
ツ
に
わ
け
て
梅
ち
り
ぬ	

新
春
111

　
　

遺
159　

長
き
日
に
ま
し
ろ
に
咲
ぬ
な
し
の
花	

新
夏
350

　
　

句
205　

梨
の
花
月
に
書
ミ
よ
む
女
あ
り	

新
夏
351

以
上
、
欠
落
箇
所
Ｅ
を
「
新
出
句
集
」
と
の
対
応
関
係
か
ら
復
元
し
よ
う
と
試
み
た
結
果
は
、
欠
落
箇
所
Ｅ
に
含
ま
れ
る
と
推
定
さ

れ
る
句
と
し
て
『
遺
稿
』
収
載
句
の
六
句
と
『
句
集
』
収
載
句
の
一
句
と
の
合
わ
せ
て
七
句
を
示
す
に
留
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

七
句
に
つ
い
て
「
新
出
句
集
」
収
載
句
と
句
形
を
比
較
す
る
と
、
表
記
の
違
い
以
外
の
句
形
の
異
同
が
次
の
四
句
で
見
ら
れ
た
。

・「
新
出
句
集
」
春
104　

中
七
「
夜
る
も
の
凄
き
」

・「
新
出
句
集
」
春
111　

下
五
「
梅
ぞ
散
」

・「
新
出
句
集
」
夏
350　

上
五
中
七
「
長
い
日
に
白
く
咲
た
り
」

・「
新
出
句
集
」
夏
351　

下
五
「
女
か
な
」

い
ず
れ
の
句
形
の
異
同
も
、『
遺
稿
』
あ
る
い
は
『
句
集
』
収
載
句
の
句
形
の
方
が
表
現
が
整
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く

「
新
出
句
集
」
か
ら
『
自
筆
句
帳
』
へ
の
採
録
時
ま
た
は
採
録
後
の
推
敲
の
結
果
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。

な
お
、
十
四
句
あ
る
は
ず
の
欠
落
箇
所
Ｅ
に
含
ま
れ
る
『
遺
稿
』
収
載
句
の
う
ち
六
句
の
み
し
か
「
新
出
句
集
」
に
収
載
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、『
自
筆
句
帳
』
欠
落
箇
所
Ｅ
に
該
当
す
る
部
分
に
お
い
て
も
、「
新
出
句
集
」
以
外
の
他
資
料
か
ら
の
句
の
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採
録
、
あ
る
い
は
他
資
料
と
「
新
出
句
集
」
と
が
見
比
べ
ら
れ
た
上
で
の
採
録
が
な
さ
れ
て
い
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
欠
落
箇
所
Ｅ
の

復
元
に
つ
い
て
は
、
他
資
料
に
つ
い
て
の
詳
細
な
調
査
を
も
含
め
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
で
少
し
で
も
復
元
の
可
能
性
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

ま
と
め

こ
こ
ま
で
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
て
み
る
。
今
回
、
春
部
欠
落
箇
所
五
箇
所
の
復
元
の
可
能
性
を
探
っ
た
結
果
、
欠
落
箇
所
Ｂ
に
相

当
す
る
句
稿
断
簡
一
葉
分
の
発
句
配
列
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
、
検
討
を
通
じ
て
「
新
出
句
集
」
か
ら
『
自
筆
句
帳
』
春
部
へ
の
発
句
採
録
の
仕
方
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

推
測
が
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
き
た
。

1
、『
自
筆
句
帳
』
春
部
冒
頭
部
分
に
当
た
る
1
番
句
か
ら
5
番
句
ま
で
は
、
自
選
句
集
の
巻
頭
を
飾
る
句
と
い
う
意
識
か
ら
「
新

出
句
集
」
の
配
列
と
は
無
関
係
に
蕪
村
自
身
の
評
価
に
し
た
が
っ
て
選
ば
れ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

2
、『
自
筆
句
帳
』
6
番
句
か
ら
174
番
句
ま
で
は
「
新
出
句
集
」
の
配
列
に
沿
っ
て
選
句
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

3
、『
自
筆
句
帳
』
175
番
句
か
ら
229
番
句
ま
で
は
「
新
出
句
集
」
に
は
収
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
新
出
句
集
」
と
は
異
な
る
他
の
資
料

か
ら
選
句
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

4
、
他
の
資
料
か
ら
の
選
句
が
終
わ
っ
た
後
、
再
び
『
自
筆
句
帳
』
230
番
句
以
降
の
句
が
「
新
出
句
集
」（
主
と
し
て
冒
頭
部
）
お

よ
び
他
資
料
か
ら
採
録
さ
れ
、
最
後
に
「
新
出
句
集
」
夏
部
に
誤
っ
て
収
録
さ
れ
て
い
た
春
句
を
採
録
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。

今
回
の
『
自
筆
句
帳
』
春
部
欠
落
箇
所
の
復
元
の
試
み
は
、「
新
出
句
集
」
以
外
の
他
資
料
か
ら
『
自
筆
句
帳
』
春
部
へ
の
選
句
が

ま
と
ま
っ
て
な
さ
れ
た
部
分
の
あ
る
こ
と
や
、「
新
出
句
集
」
か
ら
の
採
録
が
冒
頭
部
分
な
ど
で
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
両
句
集

の
対
応
関
係
の
錯
綜
な
ど
も
あ
り
難
し
い
面
が
多
か
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
わ
ず
か
一
葉
分
で
あ
っ
て
も
、
欠
落
箇
所
の
発
句
配

列
を
推
定
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
も
引
き
続
き
『
自
筆
句
帳
』
夏
部
、
秋
部
、
冬
部
の
欠
落
箇
所
に
つ
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い
て
調
査
、
検
討
を
進
め
て
行
き
た
い
。

注⑴　

同
日
付
の
「
読
売
新
聞
」
に
は
、「
蕪
村
未
知
の
212
句
発
見
」
と
題
し
て
、
天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
が
、
新
た
に
出
現
し
た
蕪
村
句
集
『
夜

半
亭
蕪
村
句
集
』
を
入
手
し
た
こ
と
、
そ
こ
に
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
な
い
未
知
の
蕪
村
発
句
212
句
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
前
日
十
四

日
に
発
表
し
た
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
朝
日
新
聞
」「
毎
日
新
聞
」
な
ど
他
の
主
要
新
聞
各
紙
に
も
同
日
付
で
同
様
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

⑵　

拙
稿
「
新
出
資
料
か
ら
見
る
蕪
村
俳
諧
の
世
界
」『
ビ
ブ
リ
ア
』
146
号
、
二
○
一
六
年
十
月
、
お
よ
び
拙
稿
「『
夜
半
亭
蕪
村
句
集
の
位
置
付

け

－

全
収
載
句
お
よ
び
「
新
出
句
」
の
検
討
結
果
を
受
け
て

－

」『
連
歌
俳
諧
研
究
』
134
号
、
二
○
一
八
年
三
月
。

⑶　

尾
形
仂
「
解
説
」『
蕪
村
自
筆
句
帳
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四
年
。

⑷　
『
蕪
村
全
集
』
第
三
巻
「
句
集
・
句
稿
・
句
会
稿
」
講
談
社
、
一
九
九
二
年

⑸　

注
⑶
に
挙
げ
た
尾
形
仂
「
解
説
」
に
お
い
て
、『
遺
稿
』
に
は
『
句
集
』
と
の
重
複
句
が
三
句
、
抄
出
漏
れ
句
が
七
句
が
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

⑹　

注
⑶
に
同
じ
。

［
付
記
］
本
研
究
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究（
ｃ
）課
題
番
号
：18K

00311

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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